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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月20日(2020.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の画像と第２の画像とが互いにオーバーラップするオーバーラップエリアのブレン
ディング又はヒュージングを可能にするために、カメラと符号器とを備えるアセンブリ内
において、１セットの画像の符号化を制御するための方法であって、
　第１のセットの基本量子化パラメータ値（ＱＰ値）を用いて、前記第１の画像内の第１
のエリアのマクロブロックを符号化し、そのマクロブロックのヘッダにマクロブロック用
に符号化された基本ＱＰ値を追加することと、
　１セットの第１のＱＰ値を用いて、前記第１の画像内の第２のエリアのマクロブロック
を符号化し、修正された前記第１のＱＰ値のセットを各マクロブロックのヘッダに追加す
ることと、ここで、復号化に使用されるマクロブロックのヘッダに追加される各修正され
た第１のＱＰ値は、そのマクロブロックの符号化に使用される第１のＱＰ値よりも低く、
　１セットの第２のＱＰ値を用いて、前記第２の画像内の第１のエリアのマクロブロック
を符号化し、修正された前記第２のＱＰ値のセットを各マクロブロックのヘッダに追加す
ることと、ここで、復号化に使用されるマクロブロックのヘッダに追加される各修正され
た第２のＱＰ値は、そのマクロブロックの符号化に使用される第２のＱＰ値よりも低く、
及び
　第２のセットの基本ＱＰ値を用いて、前記第２の画像内の第２のエリアのマクロブロッ
クを符号化し、そのマクロブロックのヘッダにマクロブロック用に符号化された基本ＱＰ
値を追加することと、ここで、前記オーバーラップエリアは、前記第１の画像の第２のエ
リアと前記第２の画像の第１のエリアであることと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記符号化された第１の画像を含む第１のタイルと前記符号化された前記第２の画像の
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前記第２のエリアを含む第２のタイルとの２つのタイルを備える第１のフレームを、非表
示の指標により符号化することと、
　前記符号化された前記第１の画像の前記第１のエリアを含む第１のタイルと前記符号化
された前記第２の画像を含む第２のタイルとの２つのタイルを備えるインターフレームと
して後続フレームを符号化することと
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記符号化された第１の画像と前記符号化された第２の画像の前記第２のエリアを備え
る第１のフレームを符号化することと、
　前記符号化された前記第２の画像の前記第１のエリアを備える後続フレームを符号化す
ることと
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のフレームはイントラフレームとして符号化され、および前記後続フレームは
インターフレームとして符号化される請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１及び第２の画像の前記オーバーラップエリア内のすべての画素に対して画像信
号処理ユニットにおける利得低減を適用することをさらに備え、前記セット内の前記第１
及び第２のＱＰ値は、前記セット内の前記基本ＱＰ値以上である請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＱＰ値の第１のセットと前記修正されたＱＰ値の第１のセットと、及び前記ＱＰ値
の第２のセットと前記修正されたＱＰ値の第２のセットとの関係、並びにＱＰ値と修正さ
れたＱＰ値との更なる組み合わせは、前記オーバーラップエリアの明暗度が、前記非オー
バーラップエリアと略同じであるようにバランスを取られる請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　カメラと符号器とを備えるアセンブリ内において第１の画像フレームと第２の画像フレ
ームとが互いにオーバーラップするオーバーラップエリアのブレンディングを可能にする
ために１セットの画像フレームの符号化を制御するためのコントローラであって、
　第１のセットの基本量子化パラメータ値（ＱＰ値）を用いて、前記第１の画像内の第１
のエリアのマクロブロックを符号化し、そのマクロブロックのヘッダにマクロブロック用
に符号化された基本ＱＰ値を追加することと、
　１セットの第１のＱＰ値を用いて、前記第１の画像内の第１のエリアのマクロブロック
を符号化し、修正された前記第１のＱＰ値のセットを各マクロブロックのヘッダに追加す
ることと、ここで、復号化に使用されるマクロブロックのヘッダに追加される各修正され
た第１のＱＰ値は、そのマクロブロックの符号化に使用される第１のＱＰ値よりも低く、
　１セットの第２のＱＰ値を用いて、前記第２の画像内の第１のエリアのマクロブロック
を符号化し、修正された前記第２のＱＰ値のセットを各マクロブロックのヘッダに追加す
ることと、ここで、復号化に使用されるマクロブロックのヘッダに追加される各修正され
た第２のＱＰ値は、そのマクロブロックの符号化に使用される第２のＱＰ値よりも低く、
及び
　第２のセットの基本ＱＰ値を用いて、前記第２の画像内の第２のエリアのマクロブロッ
クを符号化し、マクロブロック用に符号化された基本ＱＰ値をそのマクロブロックのヘッ
ダに追加することと、ここで、前記オーバーラップエリアは、前記第１の画像の第２のエ
リアと前記第２の画像の第１のエリアである
　ように構成されたコントローラ。
【請求項８】
　前記符号化された第１の画像を含む第１のタイルと前記符号化された前記第２の画像の
前記第２のエリアを含む第２のタイルとの２つのタイルを備える第１のフレームを、非表
示の指標により符号化し、
　前記符号化された前記第１の画像の前記第１のエリアを含む第１のタイルと前記符号化
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された前記第２の画像を含む第２のタイルとの２つのタイルを備えるインターフレームと
して後続フレームを符号化する
　ようにさらに構成される請求項７に記載のコントローラ。
【請求項９】
　前記符号化された第１の画像と前記符号化された第２の画像の前記第２のエリアを備え
る第１のフレームを符号化し、
　前記符号化された前記第２の画像の前記第１のエリアを備える後続フレームを符号化す
る
　ようにさらに構成される請求項７に記載のコントローラ。
【請求項１０】
　前記第１のフレームはイントラフレームとして符号化され、前記後続フレームはインタ
ーフレームとして符号化される請求項９に記載のコントローラ。
【請求項１１】
　前記第１及び第２の画像の前記オーバーラップエリア内のすべての画素に対して画像信
号処理ユニットにおける利得低減を適用するようにさらに構成され、前記第１及び第２の
ＱＰ値のセットは、前記基本ＱＰ値のセットと等しいか又は低い請求項１０に記載のコン
トローラ。
【請求項１２】
　請求項７に記載のコントローラを備えるカメラシステム。
【請求項１３】
　請求項７に記載のコントローラを備える電子装置。
【請求項１４】
　前記第１のフレームはイントラフレームとして符号化され、前記後続のフレームはイン
ターフレームとして符号化される請求項２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記符号化された第１の画像を含む第１のタイルと前記符号化された前記第２の画像の
前記第２のエリアを含む第２のタイルとの２つのタイルを備える第１のフレームを、非表
示の指標により符号化し、
　前記符号化された前記第１の画像の前記第１のエリアを含む第１のタイルと前記符号化
された前記第２の画像を含む第２のタイルとの２つのタイルを備えるインターフレームと
して後続フレームを符号化する
　ようにさらに構成される請求項７に記載のコントローラ。
【請求項１６】
　前記符号化された第１の画像と前記符号化された第２の画像の前記第２のエリアを備え
る第１のフレームを符号化し、及び
　前記符号化された前記第２の画像の前記第１のエリアを備える後続フレームを符号化す
るようにさらに構成される請求項７に記載のコントローラ。
【請求項１７】
　前記第１のフレームはイントラフレームとして符号化され、前記後続フレームはインタ
ーフレームとして符号化される請求項８に記載のコントローラ。
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